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なことを男性のように知らなければならない点を述べている。女性による漁船が、8 月から 10 月




















 第 5 章で、河南省女性農民工を分析した。彼女たちの特徴は、年齢が高い、教育レベルが低い、
専門技能を身につけていない、過酷な労働に耐える、流動性が高いというものである。このような
ことから、鏌鎁島の漁村女性は、河南省女性農民工に対し差別感を抱いていた。しかし、河南省女
性農民工の労働によって、漁村女性の農業労働量が少なくなり、家事労働量、漁業労働量は減少し
た。こうして、漁村女性は余暇を気ままに過ごすようになり、現在労働意欲は低下している。さら
に、河南省女性農民工の労働に依存する度合いが高くなるにつれ、鏌鎁島の彼女たちに対する差別
は薄れていった。河南省の女性が、海の離島に来て漁業の仕事をすることは従来ほとんどなかった。
それが、鏌鎁島における女性の出稼ぎ労働として新たな女性労働の展開を示していることは、女性
労働の分析として重要な内容を示している。 
 以上、終章において漁村における女性労働観の変化について、歴史的な側面と政策と法律の側面
から分析した。それによって、解放前の纏足から人民公社時代の女性の漁業労働、そして改革開放
後の各家庭における養殖漁業など女性の漁業労働の変化が明確になった。さらに、河南省からの出
稼ぎ女性が漁業に従事することによって、地元の漁業女性の労働が少なくなったことも、女性労働
の変化に結びついている。これらの女性の漁業労働に関して、それぞれ鏌鎁島において自らが行な
った聞き書き調査を基に分析した点は、民俗学の論文として高く評価できる。 
以上、本論文は神奈川大学歴史民俗資料学研究科における博士論文として大きな成果を上げ、高
度な水準に達していると評価できる。本論の審査結果に基づき、姜婧氏に博士（歴史民俗資料学）
の学位を授与することがふさわしいものと審査員一同これを認める。 
 
